
(1) 第83号 令和７年３月21日拓北・あいの里

で
、
「
人
と
緑
が
調
和
す
る
や

さ
し
く
支
え
合
う
ま
ち

拓

北
・
あ
い
の
里
」
を
念
頭
に
、

北
区
11
番
目
に
出
来
た
我
が
連

合
町
内
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
福
祉

と
防
災
・
防
犯
を
重
点
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
ま

た
、
来
年
は
連
町
が
創
立
30
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
一
層
の
地
域
の
協
力
連
携

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
北
区

長
か
ら
は
、
「
福
祉
の
ま
ち
」

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
全
て
の
方
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
、
連
町
・
社
協
・
民
児
協
が

一
体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
心

強
く
思
っ
て
い
る
と
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
区
社
協
事
務
局
長
は
乾

杯
の
ご
挨
拶
で
、
認
知
症
対
応

事
例
検
討
会
、
生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
除
雪
協
力
事

業
等
の
取
組
に
触
れ
、
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
は
新
年
の

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
主
催
の
新
年
交
礼
会
が
、
１

月
８
日(

水)

午
後
４
時
か
ら
札

幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
国
会
・
道
議
会
・

市
議
会
の
各
議
員
、
佐
藤
北
区

長
、
石
井
市
民
部
長
、
佐
藤
区

社
協
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
地

区
の
町
内
会
及
び
各
関
係
機

関
・
団
体
、
学
校
、
企
業
等
か

ら
84
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

長
尾
会
長
は
開
会
の
挨
拶

広　報

題字　伊　藤　　　昭

佐藤北区長のご挨拶

挨
拶
を
交
え
な
が
ら
、
交
歓
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

予
定
の
２
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
ご
挨
拶
に
立
た

れ
た
近
藤
連
町
相
談
役
は
長
尾

会
長
に
エ
ー
ル
を
送
る
と
と
も

に
、
「
拓
北
・
あ
い
の
里
の
中

点
（
・
）
は
拓
北
と
あ
い
の
里

が
互
い
に
仲
良
く
手
を
携
え
る

意
味
で
す
」
と
、
ご
自
身
の
解

釈
を
ユ
ー
モ
ア
混
じ
り
に
披
露

さ
れ
、
会
場
が
和
や
か
な
笑
い

に
包
ま
れ
る
中
、
乾
杯
で
会
を

締
め
ま
し
た
。

５
月
・
連
合
町
内
会
総
会

・
高
等
支
援
学
校
と
の
花
植
え

６
月
・
拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会
総
会

　
　

・
あ
い
の
里
地
区
町
内
会
長

連
絡
協
議
会
総
会

７
月
・
福
祉
除
雪
意
見
交
換
会

　
　

・
避
難
所
運
営
研
修
（
拓
北
小)

　
　

・
第
１
回
単
位
町
内
会
長
会
議

　
　

・
あ
い
あ
い
祭

８
月
・
あ
い
の
里
商
工
振
興
祭
り

　
　

・
拓
北
盆
ま
つ
り

・
避
難
所
運
営
研
修
（
西
小)

　
　

・
北
海
道
医
療
大
学
訪
問
要
望
書
提
出

　
　

・
樹
林
維
持
管
理
計
画
地
域
説
明
会

　
　

・
福
祉
除
雪
説
明
会

９
月
・
み
ん
な
で
歩
こ
う
会

　
　

・
あ
い
の
里
北
公
園
下
枝
払
い
等

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　
　

・
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

10
月
・
防
犯
講
習
会

　
　

・
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練  

　
　

・
文
化
フ
ェ
ス
タ

　
　

・
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

　
　

・
ふ
れ
あ
い
ピ
ク
ニ
ッ
ク

11
月
・
北
部
三
連
町
総
会

　
　

・
第
２
回
単
位
町
内
会
長
会
議

　
　

・
除
雪
連
絡
協
議
会

　
　

・
第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
防
災
訓
練

　
　

・
認
知
症
対
応
事
例
検
討
会

令
和
７
年

１
月
・
ひ
ま
わ
り
連
合
自
治
会
新
年
交
礼
会

　
　

・
連
町
新
年
交
礼
会

　
　

・
た
く
あ
い
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
月
・
第
３
回
単
位
町
内
会
長
会
議
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北
海
道
医
療
大
学
の
北
広
島

市
へ
の
移
転
報
道
を
受
け
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
の
地
区

に
お
い
て
、
医
療
大
学
病
院
や

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
移

転
は
、
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
連

合
町
内
会
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
区
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
の
連
名
で
、

移
転
の
再
考
と
丁
寧
な
説
明
を

求
め
る
要
望
書
を
大
学
理
事
長

あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

昨
年
２
月
の
臨
時
総
会
に
お

い
て
大
学
か
ら
移
転
の
背
景
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
７
月
の
単

町
会
長
会
議
で
は
、
あ
い
の
里

の
医
療
大
学
病
院
と
地
域
包

括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
は
決
定
し
て

い
な
い
が
、
で
き
る
限
り
地
域

の
医
療
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

２
０
２
６
年
３
月
ま
で
に
決
定

す
る
予
定
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

連
合
町
内
会
で
は
、
今
ま
で

の
説
明
や
少
子
化
な
ど
大
学
を

取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
大

学
の
移
転
は
や
む
を
得
な
い
も

の
の
、
大
学
病
院
や
地
域
包
括

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ

の
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
８

月
20
日
に
は
、
両
施
設
の
機
能

の
維
持
・
継
続
を
求
め
る
三
会

長
連
名
の
要
望
書
を
北
海
道
医

療
大
学
の
鈴
木
理
事
長
に
直
接

手
交
し
、
地
域
の
現
状
と
両
施

設
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
勤
務
す

る
地
域
住
民
へ
の
配
慮
も
お
願

い
し
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら
は
、

地
域
の
要
望
に
沿
っ
た
か
た
ち

で
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
参
り

た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
と
し
て
は
、
随

時
、
大
学
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
病
院
や
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
の
機
能
の
維
持
・
継
続

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

「
北
海
道
医
療
大
学
」

移
転
の
対
応
に
つ
い
て

単
位
町
内
会
長
会
議

◆
第
二
回
（
11
月
16
日(

土)

）

・
36
町
内
会
か
ら
40
名
参
加

最
初
に
、
田
中
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
「
数
字
で

み
る
拓
北
・
あ
い
の
里
」
と
題

し
、
開
発
の
歴
史
や
人
口
の
推

移
、
年
齢
構
成
等
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

【
長
尾
会
長
か
ら
】

８
月
の
北
海
道
医
療
大
学
本

部
訪
問
で
、
大
学
病
院
移
転
後

の
病
院
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

の
機
能
の
維
持
・
継
続
の
要
望

を
伝
え
た
旨
の
報
告

【
連
町
30
周
年
記
念
事
業
】

木
村
副
会
長
か
ら
事
業
内
容

及
び
収
支
案
に
つ
い
て
の
説
明

【
各
部
の
報
告
・
連
絡
】

総
務
部

①
除
雪
連
絡
協
議
会

②
認
知
症
対
応
事
例
検
討
会

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
開
始

広
報
部

①
編
集
委
員
会
及
び
活
動
計
画

②
83
号
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

社
会
福
祉
部

①
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
の
報
告

環
境
部

①
樹
林
整
備
事
業
実
施
状
況

②
拓
北
地
区
公
園
ベ
ン
チ
塗
装

防
災
部

①
各
地
区
防
災
訓
練
活
動
報
告

②
連
合
町
内
会
防
災
組
織

防
犯
交
通
部

①
ひ
ま
わ
り
隊
定
期
総
会

②
交
通
安
全
旗
配
布
予
定

厚
生
部

①
ぽ
っ
ぴ
ぃ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

②
が
ん
予
防
道
民
大
会
等

【
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か
ら
】

①
令
和
7
年
度
国
政
調
査

②
加
入
世
帯
数
調
査
依
頼

◆
第
三
回
（
2
月
15
日(

土)

）

・
35
町
内
会
か
ら
39
名
参
加

【
長
尾
会
長
か
ら
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一

斉
改
選
に
向
け
委
員
候
補
選
出

協
力
依
頼

ケ
ア
施
設
町
内
会
の
紹
介

【
連
町
30
周
年
記
念
事
業
】

木
村
副
会
長
か
ら
協
賛
依
頼

文
書
案
の
説
明

【
各
部
の
報
告
・
連
絡
】

総
務
部

①
欠
員
役
員
後
任
紹
介

②
除
排
雪
意
見
・
要
望
依
頼

③
7
年
度
会
議
等
日
程
案

広
報
部

①
83
号
発
行
予
定
日
変
更

社
会
福
祉
部

①
認
知
症
事
例
検
討
会
報
告

環
境
部

①
樹
林
整
備
事
業
実
施
状
況

　
　
　

及
び
来
年
度
事
業
計
画

防
災
部

①
各
地
区
防
災
訓
練
活
動
報
告

防
犯
交
通
部

①
地
区
の
犯
罪
発
生
状
況

厚
生
部

①
北
海
道
が
ん
対
策
基
金

　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
活
動
報
告

今
回
の
会
議
で
は
、
30
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
事
業
内
容
や
協
賛
等
へ

の
建
設
的
な
意
見
も
あ
り
、
有

意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

後
任
連
町
役
員
の
ご
紹
介

昨
年
11
月
一
身
上
の
都
合
で

退
任
の
菊
池
監
事
の
後
任
に

安
藤
昭
一
氏
（
拓
北
は
ま
な
す

町
内
会
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

昨
年
12
月
2
日
付
で
二
名
の

方
が
新
し
く
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

・
伊
澤
真
奈
美
さ
ん

あ
い
の
里
２
条
１
丁
目
担
当

・
新
覚
智
栄
子
さ
ん

あ
い
の
里
２
条
６
丁
目
３
番

ラ
イ
フ
ケ
ア
３
―
６
担
当
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昨
年
11
月
12
日
（
火)

、
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
「
令
和

６
年
度
さ
っ
ぽ
ろ
市
民
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
、
長
尾
由
紀
子

連
合
町
内
会
会
長
が
自
治
振
興

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
り
、

地
域
の
自
治
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え

た
も
の
で
、
北
区
か
ら
は
３
名

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

秋
元
市
長
か
ら
長
尾
会
長
に

対
し
「
住
民
の
福
祉
向
上
と
地

域
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

は
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ
り
ま

す
」
と
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
は
平
成
８
年
篠
路
連
町
か
ら

分
離
独
立
し
て
以
来
、
令
和
８

年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
多
く
の
団
体
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
連
町
で
は
こ

れ
ら
諸
団
体
と
共
に
節
目
の
30

周
年
を
祝
い
、
さ
ら
な
る
一
歩

を
踏
み
だ
す
た
め
に
記
念
事
業

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
実
行
委
員
会
を
結
成

昨
年
7
月
か
ら
準
備
委
員
会

で
話
し
合
い
を
進
め
、
９
月
に

は
総
務
企
画
、
式
典
祝
賀
会
、

記
念
誌
の
３
つ
の
部
会

で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
て
次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

・
記
念
誌
の
発
刊

10
周
年
の
時
、
記
念

誌
「
愛

み
つ
め
て
輝

く
」
を
発
刊
し
ま
し
た

が
そ
れ
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
、
名
称
を
「
愛

み
つ
め
て
翔
く
（
は
ば

た
く
）
」
と
し
、
現
在

そ
の
編
集
作
業
を
進
め

は
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体

等
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

・
協
賛
金
の
お
願
い

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
た
め

２
月
15
日
単
位
町
内
会
長
会
議

に
お
い
て
協
賛
金
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
の

各
種
団
体
、
企
業
や
事
業
所
な

ど
か
ら
の
協
力
も
お
願
い
し
、

全
地
域
的
な
事
業
と
し
て
成
功

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
は
、
拓
北
・
あ

い
の
里
地
区
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
（
歴
史
）
を
振
り
返
る
と
と

も
に
今
後
の
発
展
を
願
っ
て
記

録
に
残
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か

ら
発
刊
す
る
も
の
で
す
。

・
式
典
と
祝
賀
会

令
和
８
年
１
月
７
日
、
札
幌

サ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
行
い
ま

す
。
式
典
で
は
今
ま
で
に
地
域

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

表
彰
状
を
贈
呈
し
、
祝
賀
会
で

創
立
30
周
年
記
念
を
全
地
域
的
な
も
の
に

秋元市長（右）佐藤北区長（左）と

受賞の記念撮影

長
尾
連
合
町
内
会
会
長

自
治
振
興
功
労
者

　
　
　
　
　
表
彰
受
賞

こ
の
地
区
か
ら
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
方

の
ご
紹
介
と
な
り
ま
す
。

◆
札
幌
市
安
全
で
安
心
な

　
　
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰

柴
田　
　

登

さ
ん

（
防
犯
ひ
ま
わ
り
隊
）

◆
交
通
安
全
功
労
者
知
事
表
彰

市
川　
　

満

さ
ん

（
交
通
安
全
実
践
会
）

◆
交
通
安
全
功
労
者
市
長
表
彰

河
合

利
昭

さ
ん

（
交
通
安
全
実
践
会
）

◆
札
幌
市
交
通
安
全
運
動

　
　
　
推
進
委
員
会
会
長
表
彰

髙
田

豊
一

さ
ん

（
交
通
安
全
実
践
会
）

◆
北
海
道
社
会
貢
献
賞

眞
所

幸
司

さ
ん

（
地
区
民
児
協
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
）

佐
藤

一
則

さ
ん

米
田
眞
理
子

さ
ん

山
口

竜
哉

さ
ん

遠
藤

裕
子

さ
ん

各
種
表
彰
の

受
賞
者
を
ご
紹
介
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あ
い
の
里
の
樹
木
を

　
　

安
全
・
安
心
な
も
の
に

（
環
境
部
樹
木
検
討
委
員
会
）

11
月
30
日
（
土
）
に
連
町
、

社
協
、
民
児
協
の
三
者
共
催
で

78
名
の
出
席
に
よ
り
、
実
施
し

ま
し
た
。

当
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
長
井
巻
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
「
認
知
症

の
本
人
と
共
に
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
つ
く
ろ
う
」
と
題
し
て
、

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気
と
い
う
観
点
か
ら
、
長

井
氏
の
現
場
で
の
経
験
や
両
親

の
介
護
の
経
験
等
を
交
え
た
話

を
伺
い
ま
し
た
。
当
事
者
を
中

心
に
据
え
た
個
々
人
の
対
応
や

地
域
ぐ
る
み
の
支
援
の
大
切
さ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
徘
徊
、
迷
惑

行
為
、
幻
視
等
の
5
つ
の
対
応

ケ
ー
ス
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議

が
行
わ
れ
、
対
象
の
方
の
状
況

や
背
景
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
対

応
方
法
や
普
段
の
付
き
合
い
、

地
域
と
し
て
の
支
援
の
取
り
組

み
、
支
援
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
の
ま
と
め
を
各
グ
ル
ー
プ
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
発
表
し

ま
し
た
。

長
井
氏
か
ら
は
熱
心
な
意
見

交
換
へ
の
感
想
、
認
知
症
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
く
る
高
齢
社

会
に
あ
っ
て
、
そ
の
対
応
に
正

解
は
な
く
、
具
体
的
な
対
応
事

例
を
積
み
重
ね
、
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
参
加

の
皆
様
の
支
援
へ
の
取
り
組
み

へ
の
期
待
と
励
ま
し
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
開
】

①

毎
年
度
継
続
し
て
開
催

②

研
修
、
事
例
検
討
、
当
事

者
又
は
ご
家
族
の
体
験
報
告
等

を
組
み
合
せ
た
内
容

③

計
画
推
進
の
枠
組
み
の
検

討
（
民
児
協
よ
り
体
験
事
例
を

収
集
）

グループ討議の様子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
あ
い
の
里
北
公
園
」

　
　

下
枝
払
い
・
ベ
ン
チ
塗
装

９
月
18
日
（
水
）
に
、
北
区

土
木
セ
ン
タ
ー
職
員
３
名
を
含

む
総
勢
19
名
が
参
加
し
て
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

下
枝
払
い
は
長
い
取
手
が
つ

い
た
鋸
を
使
っ
て
の
作
業
で

す
。
高
さ
３
ｍ
の
枝
を
切
る
の

は
腕
が
だ
る
く
な
り
ま
す
が
、

日
ご
ろ
し
な
い
作
業
な
の
か
、

目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
し

た
。
払
っ
た
枝
は
４
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
約
２
台
分
で
、
公
園
全
体
が

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
塗
装
は
塗
り
絵
感
覚

（
？
）
で
楽
し
く
作
業
が
で
き

た
様
子
で
す
。

今
年
度
の
樹
林
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
　

施
業
結
果

今
年
度
は
、
８
箇
所
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

①
茨
戸
福
移
通
り
西
側

②
茨
戸
福
移
通
り
東
側

③
あ
い
の
里
東
緑
道
線

④
あ
い
の
里
北
公
園
前
緑
道

⑤
あ
い
の
里
せ
せ
ら
ぎ
緑
道

⑥
あ
い
の
里
緑
道

⑦
鉄
道
沿
中
央
緑
地

⑧
鉄
度
沿
西
緑
地
（
補
植
）

来
年
度
の
樹
林
整
備
計
画

　
　
　
　
　

施
業
予
定
内
容

来
年
度
は
当
初
計
画
で
緊
急

度
が
高
か
っ
た
エ
リ
ア
の
最
終

整
備
も
含
め
て
、
次
の
箇
所
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

①
茨
戸
福
移
通
り(

中
間
部)

②
あ
い
の
里
循
環
通
り

③
そ
の
他

（
教
育
大
前
・
あ
い
の
里

緑
道
・
鉄
道
林
補
植
）

11
月

下枝払いの様子

施業後の様子

認
知
症
対
応
事
例
検
討
会
の
開
催
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令
和
６
年
度
も
全
て
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
「
防
災
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
開
催
順

に
訓
練
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

◆
第
５
ブ
ロ
ッ
ク(

９
／
29
）

あ
い
の
里
東
小
学
校
に
お
い

て
、
８
町
内
会
・
ケ
ア
施
設
町

内
会
・
協
働
福
祉
会
等
の
協
力

の
も
と
、
総
勢
55
名
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
地
域
で
想
定

さ
れ
る
災
害
や
被
害
を
、
札
幌

市
等
が
公
開
し
て
い
る
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
用

い
た
座
学
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

食
料
品
の
ス
ト
ッ
ク
方
法
や

被
災
時
の
近
隣
と
の
互
助
の
在

り
方
な
ど
の
認
識
合
わ
せ
を
行

い
、
学
校
内
の
災
害
発
生
時
備

え(

備
蓄
品
、
設
備
の
状
況
等)

を
見
学
し
、
最
後
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

◆
第
４
ブ
ロ
ッ
ク(

10
／
６
）

鴻
城
小
学
校
を
会
場
に
８
町

内
会
１
０
２
名
の
参
加
で
実
施

し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
昨
年
５
月
か
ら
各
町
内
会

の
代
表
者
及
び
地
域
内
の
有
志

に
よ
る
防
災
検
討
会
を
毎
月
１

回
開
き
、
今
年
度
に
お
い
て

は
、
①
ト
イ
レ
対
策
②
ペ
ッ
ト

対
策
③
障
が
い
者
対
応
の
３
項

目
を
検
討
し
、
次
の
事
を
確
認

し
ま
し
た
。

①
現
存
設
備
で
の
課
題
、
水
洗

ト
イ
レ
使
用
不
可
時
で
の
対
応

周
知
。
②
同
行
避
難
時
の
飼
育

ス
ペ
ー
ス
確
保
。
地
域
内
に
お

け
る
ペ
ッ
ト
の
種
別
と
数
量
の

把
握
。
飼
い
主
側
の
知
識
と
し

つ
け
。
③
福
祉
ス
ペ
ー
ス
確
保

の
み
で
な
く
、
パ
ニ
ッ
ク
防
止

の
配
慮
。

本
年
度
の
避
難
訓
練
で
は
、

①
ト
イ
レ
対
策
に
的
を
絞
り
参

加
者
に
実
践
し
て
も
ら
い
、
在

宅
避
難
に
お
い
て
も
必
要
と
な

る
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
法
を
習

得
し
て
頂
き
ま
し
た
。

◆
第
３
ブ
ロ
ッ
ク(

10
／
20
）

訓
練
は
、
基
幹
避
難
所
の
あ

い
の
里
西
小
学
校
で
１
０
０
名

超
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

訓
練
に
先
立
ち
、
会
場
設
営

の
役
員
等
は
防
災
備
蓄
庫
、
緊

急
貯
水
槽
等
を
見
学
し
ま
し

た
。参

加
者
は
町
内
会
の
一
時
避

難
所
に
集
ま
り
、
９
時
迄
に
西

小
学
校
体
育
館
に
全
員
集
合
。

避
難
所
開
設
宣
言
の
後
、

様
々
な
自
然
災
害
へ
の
備
え
を

ク
イ
ズ
形
式
の
動
画
で
学
び
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
６
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
心
肺

蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
普
通
救

命
訓
練
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
組
立
訓
練
、
札
幌
市
防
災
協

会
の
防
災
グ
ッ
ズ
紹
介
展
示
を

順
番
に
回
り
ま
し
た
。

非
常
食
の
試
食
時
に
は
、
消

防
の
方
か
ら
こ
の
地
区
の
防
災

状
況
、
防
災
と
福
祉
を
一
体
と

し
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、

小
学
校
の
防
災
の
備
え
、
日
頃

の
防
火
の
備
え
と
心
構
え
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク

（
11
／
30
）

拓
北
ひ
ま
わ
り
会
館
を
会
場

に
、
災
害
時
の
救
助
部
隊
で
あ

る
自
衛
隊
の
協
力
の
も
と
、
15

町
内
会
か
ら
１
１
０
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
災
害
救
助
の
た
め

の
大
型
車
両
に
乗
車
し
た
り
、

災
害
時
に
必
要
な
ド
ロ
ー
ン
や

油
圧
カ
ッ
タ
ー
の
操
作
説
明
、

骨
折
被
害
者
に
対
す
る
応
急
措

置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇

生
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
胆
振
東
部
地
震
の
際
に
設

置
し
た
簡
易
ト
イ
レ
や
入
浴
施

設
等
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
気
温
が
低
く
屋

外
の
展
示
車
両
見
学
に
は
厳
し

い
環
境
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
を
含
め
参
加
者
は
真
剣
に
説

明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
ひ
ま
わ
り
連
合
自

治
会
防
災
会
を
中
心
に
活
動
を

継
続
し
、
災
害
時
に
冷
静
に
対

処
で
き
る
地
域
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

映像を見入る参加者

簡易トイレ設置訓練の様子ダンボールベッド組立訓練の様子

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
防
災
訓
練

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
!!

心肺蘇生訓練の様子
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９
月
７
日(

土)

、
快
晴
・
そ

よ
風
と
い
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日

和
の
な
か
で
、
「
み
ん
な
で
歩

こ
う
会
」
を
開
催
し
、
最
高
年

齢
90
歳
、
合
計
51
名
の
参
加
者

に
よ
り
、
あ
い
の
里
公
園
、
あ

い
の
里
緑
道
、
せ
せ
ら
ぎ
緑
道

沿
い
を
巡
る
約
５
㎞
の
周
回

コ
ー
ス
を
２
時
間
で
歩
き
ま
し

た
。開

会
式
で
は
、
長
尾
連
合
町

内
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
北
区

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

た
め
の
注
意
事
項
の
説
明
を
受

け
、
入
念
な
準
備
体
操
を
し
て

地
区
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
ま
し

た
。

途
中
、
休
憩
を
取
り
な
が

ら
、
緑
道
沿
い
の
住
宅
の
庭
に

咲
き
乱
れ
る
お
花
を
眺
め
た

り
、
住
ん
で
い
る
人
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
公
園
を
散
策

し
た
り
、
日
頃
の
運
動
不
足
解

消
と
ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
、

各
々
の
年
齢
と
体
力
に
合
っ
た

ス
ピ
ー
ド
で
歩
き
、
全
員
無
事

に
ゴ
ー
ル
し
、
完
歩
証
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
「
み
ん
な
で
歩
こ
う

会
」
は
、
同
様
の
コ
ー
ス
で
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
、
歩
く
こ

と
に
自
信
の
な
い
方
も
十
分
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
習
会

10
月
１
日
（
火
）
拓
北
・
あ

い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
地
域
住

民
が
特
殊
詐
欺
に
あ
わ
な
い
た

め
に
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
、
町
内
会
、
自
治

会
の
役
員
を
対
象
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

25
名
が
参
加
し
、
特
殊
詐
欺

に
関
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
事

項
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
北
警
察
署
生

活
安
全
課
の
担
当
職
員
を
お
招

き
し
て
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
、

被
害
防
止
策
、
相
談
窓
口
等
に

つ
い
て
事
例
や
映
像
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た

当
日
、

連
合
町

内
会
防

犯
交
通

部
か
ら

は
、
こ

れ
ま
で

得
て
い

た
情
報
を
基
に
作
成
し
た
「
特

殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
！
」
と
題
し
た
注
意
情
報
を

参
加
者
に
配
布
し
、
地
域
住
民

に
対
す
る
注
意
喚
起
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
、
講
習
会
の
開
催
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り

女
性
部
か
ら
厚
生

部
へ
名
称
を
変
更

し
、
間
も
な
く
一

年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
活
動

内
容
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

健
康
面
に
関
わ
る
様
々
な
活
動

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

９
月
に
行
わ
れ
た
「
ぽ
っ

ぴ
ぃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
好
天

の
中
、
血
管
年
齢
測
定
や
パ
ネ

ル
展
示
等
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
に
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
梯
久
美
子
（
か
け
は
し

く
み
こ
）
先
生
を
お
招
き
し
、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
誕
生
す
る

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

で
参
加
者
の
関
心
も
高
く
盛

会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
他
に
、
赤
い
羽
根
・
日

本
赤
十
字
等
の
募
金
活
動
に
も

従
事
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
み

な
ら
ず
時
に
は
全
道
全
国
の
講

演
活
動
に
も
足
を
運
び
、
研
さ

ん
や
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
み
な
さ
ん
の
健
康
を

見
守
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動

を
心
が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

元気にスタート！

快
晴
の
も
と
、
全
員
元
気
に
完
歩
！

拓北・あいの里連合町内会 防犯・交通部

詐欺では？と疑い、必ずどなたかに相談しましょう。

特殊詐欺被害に遭わないために！

≪悔しくても騙されたお金は戻りません。≫

令和6年10月１日特殊詐欺被害防止講習会

電話・メール・SNSでのお金の話には注意しましょう。

「オレオレ話」・「還付金話」・「投資話」・「儲け話」などは

悔し涙を流さないために、常に注意事項を心の片隅に

とどめて被害に遭わないようにしましょう。

あいの里公園を歩く参加者

特殊詐欺注意情報

講習会の様子

２
０
２
４
年
み
ん
な
で

歩
こ
う

会

厚生部
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◆
ス
テ
ー
ジ
発
表

秋
の
深
ま
り
を
見
せ
る
10
月

12
日
（
土)
、
拓
北
・
あ
い
の

里
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
セ

ン
タ
ー
で
活
動
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
サ
ッ
ポ
ロ
・
イ
ン

デ
ィ
ゴ
・
ウ
ィ
ン
ズ(

吹
奏
楽)

が
弾
む
よ
う
な
テ
ン
ポ
で
澄
ん

だ
空
を
思
わ
せ
る
「
ブ
ル
ー
ス

カ
イ
」
ほ
か
２
曲
を
演
奏
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

次
に
登
場
し
た
太
極
拳
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
が
体
幹

の
強
さ
を
際
立
た
せ
、
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
は
鑑
賞
者
に
懐
か
し

い
気
持
ち
を
抱
か
せ
た
よ
う
で

す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
の
軽

快
な
動
き
、
雅
な
日
本
舞
踊
も

披
露
さ
れ
、
尺
八
と
ギ
タ
ー
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
の
意

外
な
組
み
合
わ
せ
に
驚
い
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

南
国
を
思
わ
せ
る
衣
装
が
華
や

か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
鉦
鼓
（
か

ね
）
の
音
色
が
心
躍
る
阿
波
踊

り
、
タ
ネ
が
わ
か
り
そ
う
で
わ

か
ら
な
い
マ
ジ
ッ
ク
、
機
敏
な

動
き
の
カ
ン
フ
ー
、
一
緒
に
リ

ズ
ム
を
取
っ
て
歌
い
た
く
な
る

ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
、
多
彩
な
演
目

に
観
覧
者
も
参
加
者
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

同
日
、
駐
車
場
で
は
、
こ
ど

も
縁
日
も
開
催
し
、
く
じ
引

き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
輪
投

げ
、
お
菓
子
す
く
い
に
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
来
場
し
、

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
27
回
文
化
フ
ェ
ス
タ
開
催

◆
作
品
展
示
会

10
月
25
日
か
ら
の
3
日
間
は

作
品
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
力
作
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

繊
細
な
輝
き
を
放
つ
七
宝
焼

き
、
艶
や
か
な
色
調
の
水
彩

画
、
さ
き
織
で
作
っ
た
帽
子
や

マ
フ
ラ
ー
、
子
ど
も
た
ち
の
真

剣
さ
が
伝
わ
る
書
道
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
川
柳
を
美
し
い
文
字

で
著
し
た
ペ
ン
字
、
来
場
者
も

体
験
で
き
る
白
糸
刺
繍
、
花
や

風
景
を
美
し
く
表
現
し
た
写

真
、
芸
術
性
が
高
く
鑑
賞
す
る

皆
さ
ん
が
驚
か
れ
る
ち
ぎ
り
絵

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
中
央
で
は
、
テ
ー
ブ
ル

席
が
用
意
さ
れ
、
作
品
を
ご
覧

に
な
り
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
語
り
合
う
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

覚
が
豊

か
な
力

作
ば
か

り
で
見

応
え
が

あ
り
ま

し
た
。

学
生

芸
術
展
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
方
も
多
く
、
早
く
も
次
年

度
の
作
品
に
期
待
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

10
月
25
日(

金)

〜
11
月
30
日

(

土)

、
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
学

生
芸
術
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
生
芸
術
展
は
、
例
年
あ
い

の
里
高
等
支
援
学
校
・
英
藍
高

校
・
あ
い
の
里
東
中
学
校
・
教

育
大
学
附
属
中
学
校
に
協
力
い

た
だ
き
各
校
の
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら

は
篠
路
中
学
校
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
約
１
０
０
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。

各
校
の
生
徒
が
制
作
し
た
絵

画
や
書
道
、
工
作
等
の
作
品
を

一
堂
に
集
め
て
展
示
し
、
地
域

の
方
々
に
各
校
の
活
動
を
披
露

す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
た
ど
の
作
品
か
ら

も
生
徒
た
ち
の
日
頃
の
成
果
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
１
８
０

㎝
に
及
ぶ
絵
画
、
大
谷
翔
平
や

猫
の
絵
画
、
怒
っ
て
い
る
よ
う

で
優
し
い
顔
の
赤
鬼
の
面
、
普

段
使
用
し
て
い
る
文
字
を
絵
画

の
よ
う
に
装
飾
し
た
一
文
字

ア
ー
ト
な
ど
、
ど
れ
も
色
彩
感

こども縁日の様子 ステージ発表の様子

作品展示会の様子

学生芸術展
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印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

☆
広
報
「
拓
北
・
あ
い
の
里
」

第
83
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
掲

載
記
事
の
関
係
か
ら
発
行
が
３

週
間
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
11
月
・
２
月
の
単
位
町
内
会

長
会
議
に
お
い
て
、
事
務
局
よ

り
連
町
30
周
年
事
業
に
関
わ
る

提
案
が
な
さ
れ
、
会
員
各
位
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
式
典
・
祝

賀
会
の
開
催
や
記
念
誌
の
発
刊

等
に
向
け
て
諸
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

☆
広
報
誌
は
次
年
度
も
年
２
回

の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
、
編

集
委
員
５
名
が
力
を
合
わ
せ
、

地
域
の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
読

く
だ
さ
い
。

■
編
集
委
員
■

三
谷

英
男
（
広
報
部
長
）

木
村　
　

聡

中
野

裕
子

田
中　
　

斉

吉
野

治
美

１
月
31
日
（
金)

〜
２
月
7

日
（
金)

、
拓
北
・
あ
い
の
里

地
区
セ
ン
タ
ー
で
「
た
く
あ

い
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
初
日
に
は
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
に
押
し
花
を
貼

り
付
け
る
体
験
会
を
行
い
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
約
30
名
の
方
が
参
加

し
、
参
加
者
同
士
楽
し
み
な

が
ら
個
性
豊
か
な
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
、
敷

地
内
に
飾
り
ま
し
た
。

並
べ
ら
れ
た
総
数
１
３
０

個
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
は

暖
冬
の
た
め
透
明
感
が
高

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
に
も
増

し
て
押
し
花
が
映
え
、
花
が
生

き
て
い
る
か
の
よ
う
に
美
し

く
、
雪
景
色
の
中
に
た
く
さ
ん

の
灯
り
が
浮
か
び
あ
が
り
、
幻

想
的
な
風
景
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
を
楽
し
み
に
し
て
る
方
も
多

く
、
日
が
沈
む
こ
ろ
に
は
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
や
シ
マ
エ
ナ
ガ

の
雪
像
な
ど
を
、
こ
の
冬
の
思

い
出
と
し
て
写
真
に
収
め
る

方
々
で
会
場
は
大
変
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
「
町

内
会
の
取
り
組
み
・
地
域
探

訪
」
は
休
載
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

編

集

後

記

編

集

後

記

第９回たくあいキャンドルナイト開催




